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　ヒスパニック系移民は 2000 年の国勢調査で 3530 万 5818 人を記録し、アフリカ系を抜いて最
大のマイノリティ集団となった。現在では米国の人口約 3 億 400 万人のうち 4670 万人を占めて
いる。長期の推計では 2042 年にマイノリティが米国の多数派となり、2050 年には米国人の三人
に一人がヒスパニックになるとの予測もある。






─「移民のいない日」（2006 年 5 月 1 日）の衝撃─




































別を行っていたのが、1924 年から 64 年に至る QuotaLaw 時代である。1924 年のジョンソン・リ
ード法は 1890 年の国勢調査に基づきホワイト・エスニックの人口比率に応じて居住者の２％に
各国別割当を設定した。1927 年には 1920 年の国勢調査に基づき割当が再設定されるとともに移






者を対象にしたものである。ブラセロ協定による流入者は戦時下で毎年 5 万人程度、戦後は 1956






族の再結合　という２つを選別の基準に設定し、上限として東半球 17 万人、西半球 12 万人が認
められた。この法案は社会的内実として、戦火を逃れた欧州移民の「家族呼び寄せ」を意図した
Braceros Entering the United States Under Contract, 1942-1964
1942   4,203 1950  67,500 1958 432,857
1943  52,098 1951 192,000 1959 437,643
1944  62,170 1952 197,100 1960 315,846
1945  49,454 1953 201,388 1961 291,420
1946  32,043 1954 309,033 1962 194,978
1947  19,632 1955 398,650 1963 186,865
1948  35,345 1956 445,197 1964 177,736
1949 107,000 1957 436,049
Source:U.S. Congress, Senate Committee on the Judiciary, Temporary Worker Programs: 


































































ゼルスの人口構成において 73・7 ％が白人であり、ヒスパニックは 14・6 ％、アフリカ系は 8・
1 ％に過ぎなかった。しかし今日では人口の 49 ％をヒスパニック系が占めるにいたっている。
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　職種ごとの人口構成を比較してみると壁職人（Drywallers）については 1970 年に白人が 80・
７％、ヒスパニックが 16・1 ％であったのに対し、2000 年には白人が 24・6 ％、ヒスパニック系
が 70・6 ％と急激に変化している。トラック運転手についても 1970 年に白人が 75・4 ％、ヒスパ
ニックが 16・5 ％であったのに対し 2000 年には白人が 35・4 ％、ヒスパニックが 50・3 ％と共
通の傾向が見て取れる。こうした変化は象徴的存在であるジャニターにも顕著であり 1970 年に
白人が 52・0 ％、ヒスパニック系が 22・1 ％であったのに対し 2000 年には白人が 14・1 ％、ヒス
パニックが 74・7 ％と大きく変化している。1990 年代における多くの争議やジャスティス・フォ
ー・ジャニター・キャンペーンはこうした人口構成の変化を反映して展開されたものといえ
る。８）



















地域社会の多数派から支持を獲得し、3 週間のストにより委託料の 26 ％引き上げと医療保険を勝
ち取っている。SEIU はこのほかにも在宅介護者 7 万 4000 人の組織化など多くの分野で新たな成
果を示した。10）
　ヒスパニック系の指導者としてはリンダ・チャべス・トンプソン（1944 －）女史が、スウィニ





リア・エレナ・デュラゾ女史は、グアテマラ出身であり UNITE/HERE ローカル 11 の指導者を
引き継ぐとともに、ロサンゼルス郡労働総同盟の特別財務官を勤めた。2008 年の大統領選挙では




が目的だった。CIWA は 91 年のアメリカン・レーシング・イクイップメント社スト、92 年の壁
職人による山猫ストなどを支援し、大きな成果を残している。この潮流が 2006 年の移民法論争に
おいても「3 月 25 日」連合、「私たちはアメリカだ」連合などのひとつの中心を形成してゆくこ
とになる。12）
　2001 年 9 月 11 日の同時多発テロ以降、移民法をめぐる論点は「国境警備」「不法移民への懲罰」
「反テロリズム」などの論点に傾斜し、2005 年 12 月 16 日センセンブレナー法案（HR4437）が下









　2006 年 3 月 10 日から 5 月 1 日の間に全米 100 都市で 500 万人の人々が街頭デモに参加し意思
表示を行った。ロサンゼルスでは 3 月 25 日に 100 万人、5 月 1 日に 50 万人と公民権運動のピー
クをも凌ぐ運動の高揚が見られた。5 月 1 日の街頭デモと経済的ボイコットは「移民のいない日」
と呼ばれ、地域経済にすさまじい余波を及ぼし、商業地区の事業停止などの衝撃を与えた。こう























年 6 月 28 日に上院で否決となった。14）
（３）ロサンゼルス市政、カリフォルニア州政治とヒスパニック系移民
　2005 年、ロサンゼルス市長となったビヤゴイザ氏は 2009 年 3 月に再選を果たした。彼はオバ
マ大統領の政権移行チームにも名を連ねた著名な政治家であり、ロサンゼルス市の人口構成を考
えればヒスパニック系現職市長が再選されるのは当然ともいえる。しかし選挙当日は、有権者登
録を済ませた 159 万 6165 人のなかで投票した市民は 23 万 9374 人と全体の 15 ％に過ぎなかっ
た。ビヤゴイザ市長の得票は 12 万 7955 人（55・5 ％）と過半数を超えたものの、2005 年の得票









1994 年 11 月 8 日に投票が行われ、賛成 59 ％反対 41 ％で可決されてしまった。共和党のマウン
トジョイ州下院議員や彼を支持する SOS 委員会（Save Our State）の起草によるもので、アラン・
ネルソンやハロルド・エゼルといった移民帰化局の長官、地区長官経験者が名を連ねている。
SOS 委員会自体はロサンゼルス郡と隣接するオレンジ郡の反移民団体である。白人の 63 ％のみ







政府プログラムからの支出が 154 億ドル削減されてしまうことが明らかになった。1995 年 11 月
20 日、「移民政策は連邦の管轄である」という理由から連邦地裁は施行を差し止めし、1997 年 11
月 15 日、連邦裁判所判事によって住民提案の無効が確定した。16）
　次にプロポジション 209 である。これはリンドン・ジョンソンが 1965 年に行政命令 11246 と
して公布したアファーマティブ・アクションを廃止しようというものである。人種や性別による
優遇は逆差別をもたらすという趣旨が述べられている。1996 年 11 月 5 日にクリントン大統領再
選や上下両院選挙と同時に投票が行われ、結果は 55 ％対 44 ％で可決されてしまった。同年 11 月
27 日、サンフランシスコ地裁で違憲判決が出たものの、97 年 4 月 9 日連邦裁判所で合憲判決、同
年 11 月 3 日には連邦最高裁が、試行阻止請求を審理しないと決定しカリフォルニア州でのアフ
ァーマティブ・アクション廃止が決定してしまった。
　中道右派への支持基盤拡大を意図するクリントンは 95 年 7 月 19 日に「過度のアファーマティ
ブ・アクションは逆差別にあたる」と発言し、96 年 8 月 22 日には合法移民への福祉支出を 237
億ドル削減する連邦社会福祉法に署名するなど保守よりの政策をみせていたが、再選を果たすと
97 年 1 月 29 日に「プロポジション 209 は違憲であり試行されてはならない」と述べ混迷ぶりを
露呈した。
　またカリフォルニア大学は、大学理事 26 名中 18 名が知事の政治任命ということもあり、共和
党知事下の 95 年 7 月 20 日にアファーマティブ・アクションを廃止したものの、民主党知事の下












ア・フロリダが激戦州という形でキャンペーンが展開された。2004 年と 2008 年の大きな相違点
のひとつは、ヒスパニック系の動向がはっきり民主党支持を示したことであろう。
　前回の選挙においてヒスパニック系の支持は民主党 55 ％に対し共和党 45 ％であり、テキサス





ック系の 67 ％がオバマを支持し、マケインの支持者は 31 ％にとどまった。ヒスパニックが人口
構成の 32 ％を占めるテキサス、カリフォルニアでも（有権者登録を済ませた層はやや減少するも
のの）ヒスパニック系の動向は大きな影響を持つ。投票者の 20 ％をヒスパニックが占めるテキサ





り、ヒスパニック系の 69 ％が民主党を支持した。前回を 27 ％上回っている。ネバダではヒスパ
ニック系の 76 ％が民主党を支持しこれも前回を 33 ％上回った。フロリダでも同様にヒスパニッ
ク系の 57 ％が民主党を支持し前回を 27 ％上回った。さらに民主党大会が開催されたコロラドで
もヒスパニック系の 61 ％が民主党を支持している。投票者全体に占めるヒスパニック系の比率











択法」（HR800　Employee Free Choice　Act）は 2007 年 3 月 1 日に 241 対 185 で下院を通過した






















反移民感情がある。これに対し、現 UCLA レーバーセンター所長ケント・ウォンらが 1992 年に
アジア・太平洋系アメリカ人労働者連合（APALA）を設立して以来、移民政策の転換が提起され、
2000 年 2 月 16 日、AFL-CIO は「非合法移民の雇用主に対する制裁撤廃」「更なる 600 万人のア
ムネスティ」を掲げるにいたっている。
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